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アンケート
「ブロックチェーンのアプリを
書いたことがありますか？」



アンケート
ブロックチェーンのアプリを
書いたことがありますか？

lある (Hyperledger Fabric/Composer)
lある (その他)
lないが、ブロックチェーンには詳しい
lないが、ブロックチェーンは少し知っている
lなくて、ブロックチェーンもほぼ知らない



このセッションについて

⽬的
lブロックチェーン技術および

Hyperledger Fabricの基礎知識の習得
l Hyperledger Composerアプリ開発の
基礎知識の習得



齋藤新 (Shin Saito)

IBM東京基礎研究所研究員
• 研究分野:プログラム⾔語理論・形式検証
• 分散台帳技術・スマートコントラクト
の開発・検証⼿法の研究に従事

• 各種ブロックチェーンプロジェクトの
テクニカル・リード/アーキテクト

GitHub/Qiita: shinsa82
⽇本百名⼭⼤菩薩嶺



2018-06-13発売
ブロックチェーンの⾰新技術:
Hyperledger Fabricによる
アプリケーション開発
(リックテレコム)
http://www.ric.co.jp/book/

contents/book_1146.html

Hyperledger Fabricの設定・スマートコントラクト
開発など詳細に解説



このセッションについて
こんな感じの

Hyperledger Composerで遊んで
みた



このセッションについて
記事を

Hyperledger Composerアプリを
インストール不要で開発



このセッションについて
書けるように

爆速Hyperledger Composer開発
ガイド



ブロックチェーンとは？
(分散台帳技術)



ブロックチェーンとは (1)

分散台帳技術の1アーキテクチャー

• 「台帳」のコピーをノード間で
共有・同期する技術

• ⾮集中型の共有

• 耐障害性・耐改竄性に
優れる

画像：いらすとや

A 100
B 200
C 300

最新の状態

A 100
B 200
C 300

A 100
B 200
C 300



ブロックチェーンとは (2)

名前の由来
• ブロックをチェーン状に
並べていく

• ブロックには前のブロックの
ハッシュ値を含める

A 100
B 200
C 300

A → B: 100

最新の状態

C → B: 100 A → C: 50

操作 (トランザクション)の列

ピア間で
同期

ジェネシス
ブロック

hash hash hash



ブロックチェーンとは (3)

スマートコントラクト
• ビジネスロジックの実⾏

画像：無料のシルエットイラストアイコン素材

融資
(A ← B, 100, 10%/10⽇)

(2)スマート
コントラクト
実⾏

(1)トランザクション発⾏ A 0
B 200
C 300

A 90
B 110
C 300

(3)状態変化



ブロックチェーンの2タイプ (1)
パブリック型 コンソーシアム型

プライベート型
代表例 ビットコイン

イーサリアム
Hyperledger Fabric
Corda

参加者 不特定 特定
⾮集中性 ⾼い やや低い



ブロックチェーンの2タイプ (2)
パブリック型 コンソーシアム型

プライベート型
代表例 ビットコイン

イーサリアム
Hyperledger Fabric
Corda

コンセンサス
(分散合意)

計算量 多数決

速度 遅い 速い
ファイナリティ ない ある



Hyperledger Fabric
Hyperledgerコンソーシアムの1プロジェクト

ビジネス・アプリケーションに特化
• コンソーシアム型実装
• メンバーシップの柔軟な管理
• 柔軟な設定・プラグイン構造
• CouchDBを⽤いたリッチな問い合わせ機能
• 並列化による処理速度向上



Hyperledger Fabricアーキテクチャー (1)

全部Dockerコンテナ
ピア

(Endorser)

オーダラー
(順序付けサービス)

スマート
コントラクト

ピア

ピアピア
(Committer)



Hyperledger Fabricアーキテクチャー (2)

組織ごとの認証局
ピア

(Endorser)

オーダラー
(順序付けサービス)

認証局

スマート
コントラクト

ピア

ピア

認証局

ピア
(Committer)



Hyperledger Fabricアーキテクチャー (3)

クライアント
ピア

(Endorser)

オーダラー
(順序付けサービス)

スマート
コントラクト

ピア

ピアピア
(Committer)

開発開発

クライアント

SDK



アプリケーション開発



ブロックチェーンアプリの開発プロセス
ノード
ネットワーク
設定

単体テスト
(モック使⽤)

デプロイ フロントエンド
開発

統合テスト

スマート
コントラクト
コーディング



ブロックチェーンアプリの開発プロセス
ノード
ネットワーク
設定

スマート
コントラクト
コーディング

単体テスト
(モック使⽤)

デプロイ フロントエンド
開発

統合テスト
つらい



Hyperledger Composer



Hyperledger Composer
• Hyperledger Fabric上の
フレームワーク

• 基本ロジックの
⾃動⽣成

• テスト⽀援ツール群
• PlayGround付属

Composer Runtime

Model Logic ACL＋ ＋

ビジネス・ネットワーク・
アーカイブ (BNA)

クライアント
クライアントSDK
(composer-client)

Hyperledger
Fabric

ネットワーク

フロントエンド

開発



今⽇のデモ
Hyperledger Composerのコーディング例を
PlayGround (https://ibm.biz/playgnd)
で紹介

ブラウザ上で試せる
開発環境・インスタンス不要！
※もちろんローカル環境で開発もできます
※もちろん実際のネットワークにデプロイ可



Hyperledger Composerの開発パターン
PlayGround

ローカル環境

BNAファイル
デプロイ

Model Logic ACL

開発

テスト



Business Network

Participant
• アプリを使うユーザ
• Hyperledger Fabricの
ユーザ・証明書と対応

Asset
• 何らかの「資産」
Transaction
• 「資産」の問い合わせ・変更

111 {vin: 111,
type: TA-GGA,
owner: Alice
}

112 …

Asset

Transaction

Participant



簡単なプログラムを作ってみる
題材:⾃動⾞

• ⾞ (Car)という資産を扱う
• ⾞のメーカー (Maker)と、
⾞のオーナー (Owner)がいる

• オーナー間で⾞の移転 (Transfer)ができる



PlayGroundを開く
https://composer-playground.mybluemix.net
https://ibm.biz/playgnd

クリック



新規Business Network作成

クリック



Basic Information⼊⼒

適当に⼊⼒



Template選択

選択

クリック



Business Network選択

選択

クリック



ダッシュボード

ファイル

コーディング
対話型テスト



参考: package.jsonを⾒るには

ここをクリック



モデル (models/sample.cto)

クラス定義
• Asset ⾞ (Car)
• Participant メーカー (Maker),

オーナー (Owner)
• Transaction 移転 (Transfer)

⽂法
• JSに似ている独⾃の記法



Namespace
このままで

namespace org.example.basic



Participant

選択

コピー＆修正



Participant定義
⾃動⾞メーカとオーナーを作成

participant Owner identified by id {
o String id
o String firstName
o String lastName

}

KVSに⼊れるときのキー

⼩⽂字のオー



Participant定義
⾃動⾞メーカとオーナーを作成

participant Maker identified by id {
o String id
o String name

}



Asset定義
⾃動⾞asset
• 今回、データ正規化は考えない

asset Car identified by vin {
o String vin
o String type
o String name
--> Maker maker
--> Owner owner

}

他エンティティへの参照



Transaction定義
Transaction
パラメータの
データ型を定義
• ロジックは
別ファイル
(lib/sample.js)

transaction Transfer {
--> Car car
--> Owner newOwner

}

⾞の移転



Transactionロジック (lib/sample.js)

コピー＆修正



Transactionロジック (lib/sample.js)

コメント内の記法も決まっているので注意

/**
* Sample transaction processor function.
* @param {org.example.basic.Transfer} tx ...
* @transaction
*/

async function transfer (tx) { // eslint...

引数の型と名前

この関数がTXであること

ES2017⾮同期関数 関数名



Transactionロジック (lib/sample.js)
async function transfer(tx) {  // eslint...

// Get the asset registry for the asset.
const assetRegistry =

await getAssetRegistry(
'org.example.basic.Car'

);

(後半へ続く)
}

レジストリ取得

ES2017⾮同期関数



Transactionロジック (lib/sample.js)
async function transfer(tx) {  // eslint...

(続き)

// Update the asset with the new value.
tx.car.owner = tx.newOwner;

// Update the asset in the asset registry.
await assetRegistry.update(tx.car);

}

TX引数取得・更新

Asset更新



アクセス制御 (permissions.acl) [1]

(Participant, Resource,
Operation[, Condition]) → ALLOW | DENY

カテゴリ 例
Participant (p) org.example.User |

<システムadmin>
Resource (r) org.example.* | ** |

<システムリソース>
Asset または Transaction



アクセス制御 (permissions.acl) [2]

カテゴリ 例
Operation ALL | READ | UPDATE
Condition
(オプション)

p.getIdentifier() ==
r.owner.getIdentifier()

「アセットのオーナーのみ」○○できる

(Participant, Resource,
Operation[, Condition]) → ALLOW | DENY



アクセス制御 (permissions.acl)

ルール1:誰でも⾃動⾞の情報を読める
rule EverybodyCanReadEverything {

description: "Allow all ..."
participant: "org.example.basic.*"
operation: READ
resource: "org.example.basic.Car"
action: ALLOW

}

誰でも

⾃動⾞

読む



アクセス制御 (permissions.acl)

[2] :オーナーのみTransferトランザクションを
呼べる

rule OwnerCanSubmitTransfer {
description: "Allow ..."
participant: "org.example.basic.Owner"
operation: CREATE
resource: "org.example.basic.Transfer"
action: ALLOW

} Transferトランザクション

（TXを) 呼ぶ



アクセス制御 (permissions.acl)

[3]:オーナーは⾃分の⾃動⾞のみ移転できる
rule OwnerCanTransferMyCars {

description: "Allow all ..."
participant(p): "org.example.basic.Owner"
operation: UPDATE
resource(r): "org.example.basic.Car"
condition: (r.owner.getIdentifier()

=== p.getIdentifier())
action: ALLOW

}
⾃分のAsset

オーナー

更新



デプロイ

クリック



Testタブで対話的テスト

(3) クリック
(2) Makerを
クリック

(1) Testをクリック



Maker作成

デフォルト値が
作成される



Maker作成

{
"$class": "org.example.basic.Maker",
"id": "1",
"name": "Subaru Corp.s"

}

クラス



Maker作成

デフォルト値が
作成される



Owner作成

{
"$class": "org.example.basic.Owner",
"id": "shinsa",
"firstName": "Shin",
"lastName": "Saito"

} 



Owner作成

{
"$class": "org.example.basic.Owner",
"id": "sachikoy",
"firstName": "Sachiko",
"lastName": "Yoshihama"

}



Owner作成

デフォルト値が
作成される



Asset作成
Carを作成
{

"$class": "org.example.basic.Car",
"vin": "1",
"type": "CBA-VAB",
"name": "WRX STI",
"maker": "resource:org.example.basic.Maker#1",
"owner": "resource:org.example.basic.Owner#shinsa"

}

resource:<クラス>#<アセットID>



Owner作成

デフォルト値が
作成される



Transaction作成

デフォルト値が
作成される

クリック



Transaction作成
Transferを呼ぶ

{s
"$class": "org.example.basic.Transfer",
"car": "resource:org.example.basic.Car#1",
"newOwner":

"resource:org.example.basic.Owner#sachikoy"
}



Transaction作成

クリック

Transferを選択



Transaction作成
所有者が変更されたことを確認

Transaction成功

Ownerが変更された



BNA作成

クリック



ちゃんとしたテストもできます
Mocha
• 有名なNode.jsテストフレームワーク

Cucumber
• BDD (Behavior Driven Dev.)フレームワーク

どちらもデプロイは不要でテスト可能



フロントエンドについて
Composer-client
• Node.jsライブラリ

REST Server
• Webサーバを⾃動⽣成
• Curlなどで気軽にアクセスが可能

Angularコンポーネント作成



説明しなかったこと
クエリ (.qryファイル)
• リレーショナルな問い合わせを実装
• 例:
「オーナーの年収が1000万円以上のCar」

イベント
• クライアントへの⾮同期通信



開発アプローチの使い分け
フレームワーク開発 (Hyperledger Composer)
• アプリケーションを迅速に開発したい時に。
⽀援ツール・テスト環境なども充実

ネイティブ開発
• とにかく速度を追求したい、複雑なリレーション
を扱いたい、ネットワーク構成が複雑、
Go⾔語が⼤好き、などといった時に。



IBM Blockchain Platform (IBP)



https://console.bluemix.net
• ネットワークが直ちに⽴ち上がる
• 簡単にネットワーク管理
• サンプル・アプリケーションも
充実

IBM Blockchain Platform Starter Plan

サンプル・
アプリ

※Beta期間中は無料、まもなく正式公開
※正式公開後、30⽇無料トライアルを予定



リソースの作成

ここをクリック



ブロックチェーン選択

ここをクリック



「⽶国南部」を選択

ここをクリック



スターター・メンバーシップ・プラン

ここをクリック



作成成功。起動する

ここをクリック



起動成功

ここをクリック



概要

ここをクリック



メンバーシップ管理

ここをクリック



通知

ここをクリック



Web API

ここをクリック



サンプル・アプリケーション

ここをクリック



参考⽂献・サイト・サービス



参考⽂献
ブロックチェーンの⾰新技術:
Hyperledger Fabricによる
アプリケーション開発
(リックテレコム)
http://www.ric.co.jp/book/

contents/book_1146.html



参考Webサイト [1]
• IBM Blockchain Platform

https://console.bluemix.net

• IBM Blockchain – Japan
https://www.ibm.com/blockchain/jp-ja/
ブロックチェーンのソリューション・事例を含む
⽇本語情報サイト



ブロックチェーンの進め⽅

IBM Blockchain Platform (IBM Cloud)
開発者向け

サンドボックス
フェーズや要件に応じた3つのプラン

Letʼs Talk Prepare Your Project First Project Scale

理解する 触ってみる 適⽤を考える 発展させる

IBM Cloud Garageスタートアップ・プログラム
技術習得オファリング Industry Platformブロックチェーン

ご紹介セッション

お客様の取り組み状況

IBMのご⽀援内容

ビジネス課題を定義し
実証実験

知識を⾝につけ
プロジェクト開始準備

新しいサービス提供に向け
本格展開

ブロックチェーン技術
や適⽤事例を理解

Starter (Beta) Enterprise(GA) Enterprise Plus無料



参考Webサイト [2]
• Hyperledger Fabric (for v1.1)

http://hyperledger-
fabric.readthedocs.io/en/release-1.1

• Hyperledger Composer (for v0.19)
https://hyperledger.github.io/composer

• Zero to Blockchain https://github.com/rddill-
IBM/ZeroToBlockchain



https://developer.ibm.com/code/patterns/
build-a-blockchain-insurance-app/

IBM Code Patterns



まとめ
• Hyperledger Composerのコーディング例を

PlayGroundで紹介
• 関連情報の紹介

気軽に始められます
ぜひアプリを開発してみてください！
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